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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月13日(2011.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
各種重量物の本体に一体的若しくは固定的若しくは垂直軸線に対して回転自在な基体部材
２と、該基体部材２に回転自在に設けられたローラ部材４とを備えたキャスターにおいて
、前記基体部材２に対する前記ローラ部材４の回転に対し、その回転速度に応じ、その回
転速度が高速になるにつれてその回転に対する抵抗が大きくなる特性を有する回転ダンパ
６，６’を設け、前記回転ダンパ６，６’を、ケーシング２４，２４’と、全部若しくは
主要部が前記ケーシング２４，２４’内に該ケーシング２４，２４’に対し相対的に無限
角で回転可能に配置された相対回転部材３０，４０と、前記ケーシング２４，２４’内に
あって前記ケーシング２４，２４’と前記相対回転部材３０，４０との間の相対回転に対
し抵抗力を与え該抵抗力が前記相対回転の速度が高速になるにつれて増大する粘性流体１
１とで構成し、該回転ダンパ６，６’を、前記基体部材２側と前記ローラ部材４側との間
に、前記ローラ部材４の回転に伴って前記相対回転部材３０，４０が前記ケーシング２４
，２４’に対して相対回転するように、取り付け、前記相対回転部材３０，４０と前記ケ
ーシング２４，２４’とに周面を設け、前記相対回転部材３０，４０の周面と前記ケーシ
ング２４，２４’の周面とを所定の間隔を存して対向配置し、該対向周面間の粘性流体１
１から前記抵抗力が与えられるようにしたことを特徴とするキャスター。
【請求項２】
前記回転ダンパ６，６’は、前記基体部材２側と前記ローラ部材４側のいずれか一方側に
一体的若しくは固定的に取り付けられ若しくは動力伝達機構を介して前記ローラ部材４の
回転と連動するように前記基体部材２側に回転自在に支持されたケーシング２４，２４’
と、全部若しくは主要部が前記ケーシング２４，２４’に対して相対的に無限角で回転自
在に前記ケーシング２４，２４’内に配置され前記基体部材２側と前記ローラ部材４側の
いずれか他方側に一体的若しくは固定的に取り付けられ若しくは動力伝達機構を介して前
記ローラ部材４の回転と連動して回転するように前記基体部材２側又はローラ部材４側に
支持された相対回転部材３０，４０と、前記ケーシング２４，２４’内にあって前記ケー
シング２４，２４’と相対回転部材３０，４０との間の相対回転に対して抵抗力を与え該
抵抗力が前記相対回転の速度が高速になるにつれて増大する粘性粒体１１とから成ること
を特徴とする請求項１に記載のキャスター。
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【請求項３】
前記動力伝達機構を、前記ローラ部材４に該ローラ部材４の回転中心を中心として設けた
歯車２２，３８と、前記基体部材２側に回転自在に支持され前記ケーシング２４側若しく
は相対回転部材３０側に設けた歯車３６とで構成し、該歯車３６を前記ローラ部材４側の
歯車２２，３８に噛合し、前記ローラ部材４の回転に連動して前記歯車３６の付いたケー
シング２４若しくは相対回転部材３０が回転するようにしたことを特徴とする請求項２に
記載のキャスター。
【請求項４】
前記ローラ部材４に設けた歯車を内歯車２２とし、前記ローラ部材４に設けた歯車に噛合
する歯車を外歯車３６としたことを特徴とする請求項３に記載のキャスター。
【請求項５】
前記ローラ部材４に設けた歯車を外歯車３８とし、前記ローラ部材４に設けられた歯車に
噛合する歯車を外歯車３６としたことを特徴とする請求項３に記載のキャスター。
【請求項６】
前記ケーシング２４’を前記ローラ部材４に一体的若しくは固定的に取り付け、前記相対
回転部材４０を前記基体部材２側に一体的若しくは固定的に取り付けたことを特徴とする
請求項１に記載のキャスター。
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